
こ
こ
数
年
、
「
在
日
特
権
を
許

さ
な
い
市
民
の
会
」
（
在
特
会
）

な
ど
の
人
種
差
別
団
体
に
よ
る
、

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
差
別
扇
動
行

為
）
を
目
的
と
し
た
デ
モ
・
街
宣

が
、
全
国
各
地
で
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
川
崎
で
は
２
０
１
２

年
11
月
の
JR
川
崎
駅
前
の
街
宣
が

最
初
の
も
の
で
、
２
０
１
５
年
６

月
ま
で
計
10
回
、
川
崎
駅
周
辺
で

デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
ヘ
イ
ト
デ
モ
が
な
ぜ
川
崎

区
で
行
わ
れ
る
の
か

そ
れ
は
、
川
崎
区
の
在
日
コ
リ

ア
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
差
別
扇

動
の
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

加
え
て
、
川
崎
市
は
多
文
化
共
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
諸
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
こ
と
も
人
種
差
別
・

排
外
主
義
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
主
張
の
中
に
、
「
外

国
人
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
日
本

人
差
別
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
差
別
主
義
者
は
、
不

平
等
解
消
は
自
ら
の
優
位
性
を
損

ね
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
異
常

な
認
識
の
も
と
差
別
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ク
ラ
ッ
ク
川
崎(

民
族
主
義
者
に
反

対
す
る
行
動
集
団
１
４
２
号
よ
り

抜
粋
）

１
月
31
日
に
、
口
汚
い
表
現
で

民
族
差
別
を
扇
動
す
る
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
」
の
集
会
が
川
崎
区
富

士
見
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１

月

23

日

に
結

成

さ
れ

た

「
『
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な

い
』
」
川
崎
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
呼
び
か
け
た
抗
議
行
動
に
は
１

千
人
ほ
ど
の
市
民
が
参
加
、
「
差

別
は
や
め
ろ
」
と
声
を
合
わ
せ
ま

し
た
。

こ
う
し
た
差
別
デ
モ
と
抗
議
行

動
を
受
け
て
、
２
月
17
日
の
記
者

会
見
で
福
田
市
長
は
「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
許
さ
れ
な
い
行
為
だ
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

の
対
応
に
つ
い
て
は
「
現
行
法
で

は
対
処
が
難
し
い
の
で
、
国
に
対

策
を
求
め
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

３
月
１
日
の
市
議
会
・
代
表
質

問
で
日
本
共
産
党
は
「
市
長
は

『
現
行
法
で
は
対
処
が
難
し
い
』

と
言
う
が
、
大
阪
で
は
“
市
が
認

め
た
場
合
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
者
の
氏
名
や
団
体
名
を

公
表
す
る
”
と
い
う
条
例
を
つ
く
っ

た
。
東
京
弁
護
士
会
は
“
現
行
法

の
枠
内
で
、
表
現
の
自
由
な
ど
を

制
限
し
な
い
形
で
、
民
族
差
別
を

行
う
団
体
な
ど
へ
の
公
共
施
設
利

用
制
限
は
で
き
る
し
、
行
う
べ
き
”

と
の
意
見
書
や
パ
ン
フ
を
出
し
て

い
る
。
直
ち
に
対
応
策
を
検
討
す

べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
が
、
市
長

は
「
国
に
対
応
を
求
め
る
」
「
国

会
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と
の
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

す
で
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
遭

遇
し
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
若

い
女
性
は
「
恐
ろ
し
か
っ
た
。
こ

の
川
崎
で
生
き
て
い
く
と
考
え
る

だ
け
で
心
が
折
れ
る
」
と
不
安
な

思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。
国
の
対

応
待
ち
で
は
な
く
、
市
が
現
行
法

の
枠
内
で
可
能
な
対
応
を
急
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
実

現
求
め
て
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

所
長
代
理
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所
長
代
理

片
柳
す
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む

１
月
初
旬
、
日
進
町
の
市

営
住
宅
に
住
む
Ｓ
さ
ん
親
子
が
相
談

セ
ン
タ
ー
に
、
「
昨
年
ま
で
家
賃
が

７
万
１
５
０
０
円
で
し
た
が
大
学
院

生
の
息
子
が
学
費
を
払
う
た
め
に
ア

ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
ら
そ
の
収
入
が

合
算
さ
れ
て
今
年
の
４
月
か
ら
８
万

３
８
０
０
円
に
引
き
上
げ
に
、
ま
た

収
入
超
過
の
た
め
移
転
す
る
こ
と
も

考
え
て
く
だ
さ
い
と
の
通
知
が
来
ま

し
た
。
と
て
も
払
え
ま
せ
ん
し
転
居

も
で
き
ま
せ
ん
何
と
か
・
・
・
」
と

い
う
相
談
で
し
た
。

市
営
住
宅
の
管
理
を
引
き
受
け
て

い
る
住
宅
供
給
公
社
に
同
行
し
て
説

明
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
規
定
で
は
学

費
が
高
い
か
ら
と
言
っ
て
も
控
除
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
。
市
営
住
宅
は

も
と
も
と
低
所
得
者
用
に
作
ら
れ
て

い
る
の
で
、
控
除
後
の
月
収

31
万
３

千
円
以
上
の
高
額
所
得
者
は
即
退
去

の
対
象
で
あ
り
、
月
収

15
万
８
千
円

以
下
の
一
般
世
帯
は
３
年
過
ぎ
る
と

収
入
を
調
査
し
て
オ
ー
バ
ー
す
る
と
、

近
傍
同
種
家
賃(

周
辺
の
家
賃
相
場
）

に
近
づ
け
る
た
め
に
段
階
的
に
値
上

げ
を
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
」
「
収
入
超
過
の
世
帯
へ
の
転
居

準
備
は
努
力
規
定
で
す
か
ら
即
退
去

に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
の
説
明
で
し

た
。Ｓ

さ
ん
は
納
得
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
所
長
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
住
宅
は
福
祉
と
い
う
理
念
で

住
宅
の

60
％
以
上
が
国
・
県
・
市
の

公
営
住
宅
で
あ
り
家
賃
は
収
入
の
１

割
以
下
が
原
則
で
す
。
日
本
で
は
住

宅
は
利
潤
の
対
象
で
大
手
マ
ン
シ
ョ

ン
業
者
が
横
行
し
、
公
営
住
宅
が
極

端
に
少
な
く
家
賃
は
収
入
の
４
割
ぐ

ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

教
育
や
文
化
に
使
う
お
金
が
な
い
教

育
後
進
国
で
す
。

国
・
県
・
市
に
対
し
て
ド
ン
ド
ン

要
求
し
て
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
で

す
」
と
の
説
明
に
Ｓ
さ
ん
は

「
判
り
ま
し
た
協
力
し
ま
す
」
と
と

も
に
、
家
賃
を
払
う
た
め
に
パ
ー
ト

に
出
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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３月の予定

★無料法律相談日
３月１５日(火)

午後6時30分～予約が必要

です。時間が限られていま

すので用件はまとめて。

★バザー
３月１９日(土）

午前9時30分～

ご協力をお願いします。

★土・日・祝日は休み
です。
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開設からの総合計
（2003年9月） 5945

合　　　　計 25 41

マ ンシ ョ ン問題 0 0

弁護士等の紹介 0 0

不 動 産 ・ 相 続 3 5

そ の 他 10 15

離 婚 問 題 1 1

子 供 問 題 0 0

交 通 事 故 1 1

税 金 ・ 年 金 ・ 保 険 2 2

架 空 請 求 0 0

多 重 債 務 0 2

市 へ の 要 求 0 1

医 療 ・ 病 院 1 1

就 職 ・ 仕 事 3 3

身 障 者 問 題 0 1

1-2月合計

生 活 保 護 1 2

住 宅 問 題 2 6

2 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（1月21日～2月20日に受けたもの）

高 齢 者 問 題 1 1

相談内容  　
件　　数

当月

安倍首相は、私の3年間で雇用は良くなったアベ

ノミクスを自慢していますが正規雇用者は3330万人

から3307万人、23万人減っています。非正規雇用者

は1843万人から2015万人と172万人増えています。

これが実態で雇用が良くなったとは言えません。ま

た、正規と非正規労働者の賃金は、中小企業では、

70.9%、大企業では47.5%と大幅に低く抑えられてい

ます。人間らしく働けるルールを確立し、労働者の

4割の非正規労働者を正規へ転換させることが求め

られています。
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くお願いします。
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